
 

  

 

          

月
９
日
㈯  

時
よ
り
「
な
か
て

は
ら
秋
の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
」
が
広
場

公
園
に
て
盛
大
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

会
場
に
は
マ
ザ
ー
ク
ラ
ブ
に
よ
る
バ
ザ

ー
や
焼
き
そ
ば
の
販
売
、
り
ん
ど
う
の

会
に
よ
る
ピ
リ
辛
こ
ん
に
ゃ
く
な
ど
の

販
売
、
自
治
会
青
年
部
に
よ
る
豚
汁
と

ク
レ
ー
プ
の
販
売
、
仲
麻
会
に
よ
る
古

本
販
売
な
ど
が
並
び
来
場
者
を
に
ぎ
や

か
に
迎
え
て
い
ま
し
た
。 

後
は
前
回
に
引
き
続
き
神
奈
川

大
学
の
「
カ
レ
ッ
ヂ
・
サ
ウ
ン
ズ
・
オ

ー
ケ
ス
ト
ラ
」
が
登
場
。
ビ
ッ
グ
バ
ン

ド
ら
し
いjazzy

な
リ
ズ
ム
に
観
客
も
思

わ
ず
体
で
ノ
ッ
て
応
え
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
新
た
な
試
み
と
し
て
こ
れ
ら
演

舞
が
イ
ン
ス
タ
ラ
イ
ブ
で
生
配
信
さ
れ
、

会
場
に
来
れ
な
か
っ
た
多
く
の
方
に
視

聴
さ
れ
て
い
ま
し
た
。 

             

回
は
好
天
に
も
恵
ま
れ
最
後
ま

で
多
く
の
人
で
賑
わ
っ
た
ふ
れ
あ
い
祭

り
と
な
り
ま
し
た
。
特
に
お
子
様
か
ら

シ
ニ
ア
ま
で
様
々
な
世
代
が
楽
し
く
交

流
し
て
い
る
姿
が
仲
手
原
ら
し
く
印
象

的
で
し
た
。
準
備
や
運
営
に
尽
力
し
て

く
だ
さ
っ
た
皆
様
、
本
当
に
あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。    

（加
藤
篤
志
） 

                 

の
ふ
れ
あ
い
ま
つ
り
の
メ
イ
ン

イ
ベ
ン
ト
で
あ
る
コ
ン
サ
ー
ト
＆
演
舞

に
は
、
港
北
小
学
校
４
年
生
６
年
生
の

総
勢
約  

名
が
登
場
。
４
年
生
の
「
港

北
小
ひ
び
け
イ
ー
ヤ
ー
サ
ー
サ
」、
６
年

生
の
「
と
ど
ろ
け
！
港
北
ソ
ー
ラ
ン 

！
」
が
順
に
披
露
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
息

の
合
っ
た
か
け
声
と
迫
力
あ
る
演
舞
に

会
場
は
大
盛
り
上
が
り
で
し
た
。
続
い

て
地
元
の
歌
唱
＆
演
奏
グ
ル
ー
プ
「Good

 

L
ife

」
が
登
場
す
る
と
ム
ー
ド
は
一
転
、

落
ち
着
い
た
演
奏
と
渋
い
歌
声
が
響
き

渡
り
ま
し
た
。 

(1) 第 69号                            な か て は ら               令和７年(2025) 2 月 1日 
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月  

日
㈪
㈷
第  

回
篠
原
地
区
健

民
祭
「
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」

が
武
相
中
学
・
高
等
学
校
グ
ラ
ウ
ン
ド

に
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
当
日
は
天
候

に
も
恵
ま
れ
、
参
加
者
達
は
秋
晴
れ
の

青
い
空
の
下
、
爽
や
か
な
風
に
包
ま
れ

な
が
ら
気
持
ち
良
さ
そ
う
に
軽
ス
ポ
ー

ツ
を
楽
し
み
ま
し
た
。 

グ
ラ
ウ
ン
ド
に
は
「
モ
ル
ッ
ク
」、
「
ボ
ッ

チ
ャ
」、
「グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
」、
「
ラ
ダ 

                    

ー
ゲ
ッ
タ
ー
」
、
「玉
入
れ
」、
「輪
投
げ
」、 

「ナ
イ
ン
ゴ
ー
ル
」、
「ユ
ニ
ホ
ッ
ク
」、

「  

メ
ー
ト
ル
徒
競
走
」、
「ラ
グ
ビ
ー
ボ

ー
ル
遊
び
」
と
い
っ
た  

種
目
の
ス
ポ

ー
ツ
が
各
コ
ー
ナ
ー
で
用
意
さ
れ
て
い

ま
し
た
。
い
ず
れ
も
、
年
齢
を
超
え
て

気
軽
に
参
加
で
き
る
競
技
内
容
で
、
参

加
者
達
は
各
コ
ー
ナ
ー
の
審
判
を
務
め

た
体
育
指
導
員
や
青
少
年
指
導
員
か
ら

ル
ー
ル
を
教
わ
り
な
が
ら
楽
し
そ
う
に 

                    

プ
レ
イ
し
て
い
ま
し
た
。 

ご
家
族
で
参
加
し
た
方
も
い
れ
ば
、

お
友
達
同
士
で
参
加
し
た
方
も
い
て
、

参
加
者
の
年
齢
層
は
幅
広
く
、
世
代
間

の
交
流
が
見
ら
れ
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

以
降
、
健
民
祭
の
新
し
い
ス
タ
イ
ル
と

な
っ
た
「ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」、

次
回
は
ど
の
よ
う
な
形
で
開
催
さ
れ
る

の
か
・
・
・
今
か
ら
楽
し
み
で
す
。 

   
(

山
口
美
和) 

第 69号                               な か て は ら             令和７年(2025) 2 月 1日(2) 

 
武相中学・高等学校グラウンド 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ナインゴール 

 
ユニホック 

 
５０ｍ徒競走 

 
ラダーゲッター 

 
ボッチャ 

 
モルック 

 
輪投げ 

 
玉入れ 

  

  

 
グラウンドゴルフ 

９
月  

日
自 

治
会
館
に
於
い 

て
横
浜
ソ
ー
ワ 

ク
リ
ニ
ッ
ク
院 

長  

高
橋
直
樹 

先
生
に
よ
る 

「
が
ん
に
な
ら 

な
い
た
め
に
大 

切
な
こ
と
」
と

い
う
医
学
講
話
が
プ
ロ
ジ
ェ
ク
タ
ー
を

使
用
し
て
あ
り
ま
し
た
。
そ
の
趣
旨
は

概
略
次
の
よ
う
で
し
た
。 

現
在
が
ん
に
罹
る
割
合
は
男
性
が 

％
、
女
性
は  

％
、
死
亡
は
男
性
が
４

人
に
１
人
、
女
性
は
７
人
に
１
人
。 

例
え
ば
胃
が
ん
の
発
生
原
因
と
し
て

①
ピ
ロ
リ
菌
の
感
染
、
②
喫
煙
、
③
ア

ル
コ
ー
ル
他
の
暴
飲
暴
食
、
④
細
胞
の

コ
ピ
ー
ミ
ス
が
あ
る
。 

多
く
の
が
ん
の
発
生
原
因
の
割
合
は

次
の
①
～
⑥
と
考
え
ら
れ
る
。 

①
喫
煙             

％ 

②
食
事             

％ 

※ 

③
運
動
不
足       

５
％ 

④
職
業
（
過
労
働
） 

５
％ 

⑤
遺
伝
に
よ
る
も
の 

５
％ 

⑥
ア
ル
コ
ー
ル     

３
％ 

こ
の
①
～
⑥
を
減
ら
し
、
健
康
生
活
習

慣
を
行
え
ば
、
が
ん
発
生
を
大
き
く
減
少

さ
せ
る
事
が
可
能
で
あ
る
。(

中
村
泰
雄) 
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今
回
の
訓
練
項
目
は
次
の
と
お
り
で
し
た
。 

                      

訓
練
が
ひ
と
と
お
り
終
了
し
、
野
口

所
長
に
よ
る
講
評
を
戴
い
て
午
前  

時

に
散
会
し
ま
し
た
。 

ス
タ
ン
ド
パ
イ
プ
初
期
消
火
器
に
よ

る
放
水
訓
練
は
、
毎
年
２
月
に
開
催
さ

れ
ま
す
。
地
域
の
皆
さ
ん
の
参
加
を
お

待
ち
し
て
い
ま
す
。 

 
水消火器による消火訓練 

 
スタンドパイプ初期消火器の説明 

 
ＡＥＤを使用した救急救命訓練 

 
小型発電機の起動訓練と救助工具説明 

 
災害時仮設トイレの説明 

 
防災食の調理実習（親子丼） 

    

月
８
日
㈰  

時
よ
り
自
治
会
館
に

お
い
て
「
子
ど
も
ミ
ニ
リ
ー
ス
作
り
体

験
会
」
が
開 

催
さ
れ
ま
し 

た
。
指
導
は 

村
野
副
会
長 

で
、
役
員
お 

よ
び
青
年
部 

の
皆
さ
ん
が 

サ
ポ
ー
ト
し 

ま
し
た
。
紙
皿
を
レ
ー
ス
地
で
包
ん
だ

の
ち
色
々
な
部
材
を
接
着
し
て
い
き
ま

す
。
今
回
の
参
加
者
は
子
ど
も  

名
、

保
護
者  

名
で
し
た
。
１
時
間
程
度
経

過
す
る
と
、
完
成
し
た
リ
ー
ス
が
ホ
ワ

イ
ト
ボ
ー
ド
に
展
示
さ
れ
始
め
ま
し
た
。

開
始
か
ら
約
１
時
間
半
で
体
験
会
は
終

了
し
ま
し
た
。 

  

こ
の
日  

時
か
ら
は
、 

自
治
館
前
の
庭
に
お
い
て 

「
ク
リ
ス
マ
ス
飾
り
の
点 

灯
式
」
が
開
催
さ
れ
ま
し 

た
。
斉
藤
自
治
会
長
お
よ 

び
井
上
こ
と
ぶ
き
会
長
の 

挨
拶
が
あ
り
、
集
ま
っ
た
子 

ど
も
た
ち
と
共
に
カ
ウ
ン 

ト
ダ
ウ
ン
の
後
点
灯
が
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

今
回
は
、
青
年
部
・
こ
と
ぶ
き
会
に

よ
り
当
日
お
昼
ま
で
に
イ
ル
ミ
ネ
ー
シ

ョ
ン
の
飾
り
付
け
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

７
～
８
日
の 

昼
間
は
子
ど 

も
た
ち
に
よ 

り
自
治
会
館 

和
室
で
飾
り 

の
製
作
が
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。
ま
た
、

家
庭
で
不
要
に
な
っ
た
ク
リ
ス
マ
ス
飾

り
を
寄
贈
し
て
い
た
だ
き
、
こ
れ
ら
の

飾
り
付
け
も
行
わ
れ
ま
し
た
。 

  

点
灯
後
、
役
員
・ 

青
年
部
の
お
ね
ー
さ 

ん
や
お
に
ー
さ
ん
に 

よ
る
「
も
ろ
び
と
こ 

ぞ
り
て
」
な
ど
の
ハ 

ン
ド
ベ
ル
演
奏
が
行 

わ
れ
ま
し
た
。
続
い 

て
サ
ン
タ
さ
ん
が
登

場
し
み
ん
な
の
大
歓
迎
を
受
け
ま
し
た
。 

子
ど
も
た
ち
は
サ
ン 

タ
さ
ん
と
の
記
念
撮 

影
を
行
っ
た
り
、 

袋
用
意
さ
れ
た
お
菓 

子
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
さ 

れ
る
な
ど
し  

分
間 

の
密
度
の
濃
い
式
典 

は
終
了
し
ま
し
た
。 

(3) 第 69号                            な か て は ら               令和７年(2025) 2 月 1日 

月  

日
㈰ 

午
前  

時
か
ら 

仲
手
原
自
治
会 

防
災
訓
練
が
開 

催
さ
れ
ま
し
た
。 

自
治
会
員
の
方 

々
、
武
相
高
校 

の
生
徒
さ
ん
総 

勢
約  

名
が
二 

丁
目
公
園
に
集

ま
り
、
斎
藤
自
治
会
長
と
篠
原
消
防
出

張
所
野
口
拓
海
所
長
の
挨
拶
の
あ
と
、

港
北
消
防
団
第
二
分
団
第
５
班
の
団
員

７
名
の
指
導
の
も
と
グ
ル
ー
プ
に
分
か

れ
て
訓
練
が
始
ま
り
ま
し
た
。 

   

  

 
展示された完成リース 
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飾り製作中 

 
ハンドベル演奏 

 
サンタさん登場 
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㊤訓練参加者 ㊦篠原消防出張所野口拓海所長 

 

 

 

 

 

50 



 
                

月  

日
㈰  

～  

時
、
前
年
に
続

き
自
治
会
役
員 

阿
部
ふ
さ
な
さ
ん
の
ご

協
力
に
よ
り
Ｎ
ゲ
ー
ジ
運
転
会
「
Ｎ
ゲ

ー
ジ
を
走
ら
せ
よ
う
！
」
が
自
治
会
館

に
お
い
て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
前
回
と

異
な
り
今
回
は
複
雑
な
レ
イ
ア
ウ
ト
が

青
年
部
の
皆
さ
ん
に
よ
り
組
み
立
て
ら

れ
、
コ
ン
ト
ロ
ー
ラ
ー
２
台
で
の
運
転

と
な
り
ま
し
た
。
集
ま
っ
た
子
ど
も
た

ち
は
約  

人
で
し
た
が
、
運
転
権
番
号

は  

番
ま
で
進
み
ま
し
た
。 

  

運
転
を
終
わ 

っ
た
子
ど
も
た 

ち
は
籤
を
ひ
い 

て
、
カ
レ
ン
ダ 

ー
や
お
菓
子
な 

ど
の
景
品
を
当 

て
て
い
ま
し
た
。 

       
月  

日
㈰  

時
よ
り
、
自
治
会
館

に
お
い
て
恒
例
の
「
仲
手
原
寄
席
」
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。
今
回
は
、
三
遊
亭

好
志
朗
さ
ん
並
び
に
桃
月
庵
黒
酒
さ
ん

の
お
二
人
に
古
典
落
語
４
題
を
お
願
い

し
ま
し
た
。
観
客
は
約  
人
、
主
催
者

側
は
自
治
会
芸
能
担
当 

岡
田
二
郎
さ
ん

の
司
会
で
開
催
さ
れ
、
い
っ
と
き
余
り

を
笑
い
の
渦
に
巻
き
込
み
ま
し
た
。 

演  

目
（
前
半
） 

三
遊
亭 

好
志
朗
「
権
助
魚
」 

桃
月
庵 

黒  

酒
「
初
天
神
」 

中
入
り
（
休
憩
） 

           

演  

目
（
後
半
） 

桃
月
庵 

黒  

酒
「
長
屋
の
算
術
」 

三
遊
亭 

好
志
朗
「
転
宅
」 

 

 

     

月  

日
㈯
、
冬
至
当
日
が
「
日
の

出
を
見
る
会
」
と
な
り
ま
し
た
。
横
浜

の
日
の
出
は
６
時  

分
、
約  

分
遅
れ

で
鳥
居
越
し
に
篠
原
八
幡
神
社
本
殿
へ

御
来
光
が
照
射
さ
れ
ま
し
た
。 

   

２
月 

「
な
か
て
は
ら
」
第  

号
発
行 

自
治
会
親
睦
バ
ス
旅
行 (

９
日) 

初
期
消
火
器
具
放
水
訓
練 (

23
日) 

３
月  

新
旧
役
員
交
代
懇
親
会 (

１
日) 

      

新
班
長
・
組
長
業
務
説
明
書
配
布 

４
月  

自
治
会
費
集
金 

５
月  

ふ
れ
あ
い
ま
つ
り (

10
日) 

      

自
治
会
定
期
総
会 (

18
日) 

  

２
月  

節
分
豆
ま
き
大
会 (

２
日) 

      

親
子
ス
キ
ー
教
室 (

14
～
16
日) 

 

《 

編
集
ス
タ
ッ
フ 

》 

植
木
幹
造 

・ 

押
尾
泰
典 

・ 

加
藤
篤
志 

・ 

山
口
美
和 

   

編
集
責
任
者 : 

中
村
泰
雄 

第 69号                               な か て は ら             令和７年(2025) 2 月 1日(4) 
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中 入 り 

ジャンケンにより、噺家お二人から 

色紙３枚づつのプレゼントがありました 

㊧桃月庵 黒酒さん ㊨三遊亭 好志朗さん 

11 

24 

14 

50 

く
ろ 

き 

・
・
・
・ 

月  

日
㈫ 

 
 
 
 
 
  
 
 
  
 
 
     

自
治
会
館
に
て 

「
み
ち
く
さ
の 

会
」
が
あ
り
ま 

し
た
。 

当
日
は  

数 

名
の
方
が
出
席 

し
、
井
上
会
長 

の
挨
拶
、
会
よ

り
の
報
告
の
あ
と
演
奏
会
が
開
か
れ
ま

し
た
。
日
高
麻
子
さ
ん
の
ピ
ア
ノ
伴
奏

で
淺
沼
美
穂
さ
ん
が
ソ
プ
ラ
ノ
の
素
晴

ら
し
い
声
で
オ
ペ
ラ
「
蝶
々
夫
人
」
や

童
謡
、
映
画
音
楽
等
を
独
唱
さ
れ
ま
し

た
。
（写
真
参
照
）
会
の
最
後
に
ケ
ー
キ

と
お
茶
が
出
て
、
雑
談
後
終
了
と
な
り

ま
し
た
。 

こ
の
会
は
、
平
成
６
年
井
上
禮
子
さ

ん
が
、
「
家
に
引
き
こ
も
り
が
ち
な
高
齢

者
」
を
対
象
に
し
て
外
に
出
て
人
と
交

流
す
る
場
を
設
け
よ
う
と
い
う
趣
旨
で

開
設
し
ま
し
た
。
今
は
ど
な
た
で
も
参

加
が
可
能
で
す
。
男
性
の
方
の
参
加
も

大
歓
迎
し
て
い
ま
す
。
参
加
費
は
無
料

で
、
仲
手
原
自
治
会
及
び
社
協
の
協
賛

金
で
運
営
さ
れ
て
い
ま
す
。
月
１
回
、

第
２
火
曜
日
午
後
１
時  

分
よ
り
開
催

し
ま
す
。
主
な
年
間
行
事
は
、
外
で
の

食
事
会
、
お
花
見
、
手
芸
、
映
画
鑑
賞
、

音
楽
鑑
賞
が
あ
り
ま
す
。 
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